
森林環境教育の取組 

 
 

Ⅱ 
 

 

１ 森林環境教育プログラム  
 
（１）森の探検隊 
   森の中に 25 カ所ほど設置され

ているポイントを５〜７名の班
で巡回し、各ポイントで出題され
る指令（問題）を班の全員で考え、
答え等を導き出したり、デジタル
カメラで撮影したり、森の不思議
について楽しく体験しながら学
習できる森林環境教育プログラ
ムです。 
 体験後は、学校で問題や撮影し
た写真などについて、資料等で調
べたりして探検ノートを補完す
ることで更に理解を深めることが
できます。 
 「森の探検隊」では、⼦どもたち
が学びたいと思うポイントを⾃分
たちで選び、問題に対する答えを
導きだすことにより、理科・社会・
算数・国語・道徳などを総合的に学
ぶことができます。 
 今年度においては、新型コロナ
ウイルスの感染の影響のため、⼩
学⽣を対象とした「森の探検隊」は
実施できなかったものの、近畿⼤
学や奈良教育⼤学の学⽣の皆様
にプログラムを体験していただ
き、体験を通じたご感想及びご意
⾒をいただきました。いただいたご感想及びご意⾒により、より
良いプログラムへ更新して参りたいと考えております。 
 また、仮設置であった指令書を常設看板に更新を進めており、
プログラム体験が円滑に⾏われるよう取り組みました。これによ
り、プログラム参加者はもとより、体験学習の森へ散策に来られ
た⽅にも楽しんでいただけるものと思います。 

来年度は、安全衛⽣⾯に配慮しつつ⼩学校を対象としたプログ
ラムが実施できるよう、箕⾯市教育委員会と連携して参ります。 

【写真―１ 近畿⼤学の国有林視察】 

【写真―２ リスの⾷痕（エビフライ）】 
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（２）モデルコースの選定 
モデルコースの拡充については、有識者の助⾔指導をいただきながら取り組んでいます。 
なお、今後は各コースの MAP 作成等により、来園者がより楽しんで樹⽊等の知識を深められ

るような仕掛けづくりに取り組むことにしています。 
 

① 森の動物探検隊コース 
⾬天時に教室等で使⽤できるパワーポイントを作成し、今年度にホームページに公表する予

定でしたが、探検隊コースの⾒直しにより、公表等が遅れていることから、来年度での公表等
に取り組むことにしています。（QR コートは通信エリア外） 

 
② 百⼈⼀⾸コース（新規） 

百⼈⼀⾸に出てくる植物の中から箕⾯国有林で⾒ることが出来る植物に看板を設置し、⾝近
な物語に出てくる⾃然に親しんでもらえる「百⼈⼀⾸コース」の設定に取り組んでおります。 

今年度は委員等の助⾔を踏まえ、看板のデザイン案の作成を⾏いました。来年度は看板の発
注及び設置等に取り組むこととしています。 

 

 【説明看板：ススキ（案）】 【説明看板：ヤマザクラ（案）】 

【動物探検隊コース説明資料】 【動物探検隊コース説明資料】 
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③ 教科書にのっている植物コース（新規） 
⾝近なものを題材に、⼦どもをはじめ

⼀般の⽅が楽しく森林に触れ合ってもら
えることを⽬的にして、⼩中学校の教科
書に掲載されている植物を実際に⾒ても
らえる「教科書にのっている植物コース」
の設定に取り組んでおります。 

今年度は、植物や森林環境教育の専⾨
家からいただいたアドバイスを参考に看
板デザインの微修正をした後、発注及び
箕⾯国有林への設置を実施しました。来
年度は、設置した看板の活⽤に向けて
MAP 及び現地に置くパンフレットを作成し、
モデルコースの充実に努めていくこととしています。 

 
２ 森林環境教育の教材作成  
 
（１）創作紙芝居・絵本を活⽤した森林環境教育 

当センターでは、森林環境教育⽤教材として、創作紙芝居・絵本『⾬⽔のぼうけん』『もくざ
いのヒミツ』を HP で公開しています。 

今年 4 ⽉、熊本県で開催された『アジア・太平洋⽔サミット』において、林野庁に『⾬⽔の
ぼうけん』の英語版を作成いただきました。あわせて英語版も HP に公開し、より多くの⼈に
活⽤していただけると期待しています。 

また、Youtube にこの 2 作品に⾳声や BGM をつけた動画も投稿しておりますので、ぜひご
覧ください。 

なお、森林環境教育の教材として教育関係者や⼀般の⽅々からの配布の問い合わせが多いこ
とから、令和５年２⽉に紙芝居を増刷し、教育関係機関に配布しました。 

The Adventure of a Raindrop 
英語版『⾬⽔のぼうけん』 

【写真―３ 看板設置（ヤマザクラ）】 

【近畿中国森林管理局ＨＰ】 
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（２）森林環境教育⼿引書（⼩学校編）の活⽤ 
森林環境教育⼿引書とは、森林環境教育を始

めてみたい、もっと様々なプログラムを探した
いという先⽣⽅に向けた⼿引書です。教科・学
年別に多くのプログラムが掲載され、資料 DVD
も付属しており、現場の先⽣⽅、森林教室等で
役に⽴てていただけるものとなっております。 

これは、⼩学校の学習指導要領改訂に伴い、
当センターが検討委員会を開催して既存の⼿引
書に新たな内容を追加し学習指導要領の改訂に合わせ、昨年度末に編集して発⾏しました。 

好評のため、6 ⽉に 1,000 部増刷し、現在では 2,200 部が全国の教育⼤学、教育委員会等で
ご活⽤いただいています。 

 

 
 
 
 

 

（３）森林環境教育⼿引書フォーラムの開催 
森林環境教育⼿引書を多くの⼈に活⽤してもらうため、環境省近畿地⽅環境事務所の協⼒の

下、6 ⽉ 25 ⽇（⼟）森林環境教育⼿引書活⽤フォーラムを開催し、全国 30 都道府県からオン
ライン参加を含め約 160 名が参加しました。⼿引書の改訂に携わってくださった委員の⽅々に
よる講演及び⼿引書の解説を⾏い、会場参加オンラインの⽅両⽅とも森林環境教育に対する熱
意や思いが伝わってくるようでした。今後も箕⾯森林ふれあい推進センターでは、森林環境教
育が⼿軽に⾝近になるような取組を進めていきます。 

【森林環境教育⼿引書（⼩学校編）】 
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３ 森林環境教育の実践 
 
（１）森林環境教育教員研修 

森林のもつ多様な機能について体験活動を通じて学び、理解を深める環境教育学習は、⼦ど
もたちの「⽣きる⼒」を育むうえでも⼤変有効であることから、森林を活⽤した環境教育の理
解を深め、学校等教育機関での実践・普及を図っていくことを⽬的として、「遊々の森」の協定
相⼿先である箕⾯市教育委員会と連携し、教員等を対象とした森林環境教育の研修を計画して
いましたが、新型コロナウイルス感染症の拡⼤の影響で中⽌となりました。 

引き続き、森林環境教育の推進に向けて、教育関係機関との連携が図られるよう取り組みを
進めます。 

    
（２）森林環境教育実践研修の開催 
   森林環境教育等の実践技術を備え

た職員を養成することを⽬的として
５⽉２３⽇（⽉）〜２７⽇（⾦）に開
講された森林管理局職員研修「森林
環境教育実践研修」において、技術普
及課とともに講義を実施しました。 

現地研修を中⼼に森林環境教育活
動の企画、野外活動における安全管
理、野外ゲーム実技、樹⽊の基礎知
識、創作紙芝居実演などの習得等に
取り組んでいただきました。特に、野
外ゲーム実技については、外部講師
として⼤阪森林インストラクター会

【写真―６ 職員研修】 

【写真―４・５ 会場内の様⼦】 
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の⽅をお招きしアイデアに富
んだプログラムを体験するな
ど、全般に楽しみながら学べ
る研修となりました。 

研修にご参加していただい
た⽅におかれましては、各署
等において伝達研修などを実
施していただき、署等全体で
地域での森林環境教育を実践
していただければと思いま
す。 

 
 
 
（３）環境省との連携事業（ESDfor2030 学び合いプロジェクト） 

環境省との連携事業として、「ESDfor2030 学び合いプロジェクト」として近畿分科会に参
加しました。 

具体的な内容としては、箕⾯⾃由学園の教員の⽅といっしょに、新たに ESD プログラムを作
成するというもので「⽔に関する単元」の中で、森林の果たす役割について実践を通して伝え
ていくというものです。 

11 ⽉ 1 ⽇（⽕）箕⾯⾃由学園の５年⽣（16 名）を対象に、当センターの「⾬⽔のぼうけん」
を⾒てもらった後に、⽔源涵養について⾒てもらう実験、丸太が⽔を含んでることを感じても
らうための丸太切りなど五感で森林を感じてもらいました。 

⼦どもたちは、森林を⾝近に感じてもらえたようで、「今度は森に⾏ってみたい。」と⽬を輝
かせていました。 

なお、この取組については、分科会の取組として ESD 登録事業体の全国⼤会の中で紹介され
ました。 

 
（４）「森の探検隊」奈良教育⼤学の受⼊れ 

教員を⽬指している教育⼤学⽣のなかでも、特に環境教育について学
んでいる「奈良教育⼤学 ESD センター」の学⽣たちに、当センターが、
森林環境教育プログラムとして実践している「森の探検隊」を体験して
もらいました。 

2 ⽉ 28 ⽇(⽕)で、スタートはあいにくの寒空でしたが、学⽣たちには
「森の探検隊」をとおして普段とは違う、森林を五感で感じるという時
間を過ごしてもらいました。 

【写真―７ 職員研修】 
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その後、枝打ち作業体験や丸太切り
にもチャレンジ、帰る時間ギリギリま
で国有林の中で森林を⽬⼀杯、体感し
てもらいました。 

参加した学⽣からは、教育⼤学の学
⽣らしい⽬線でのレポートを提出し
てもらい、当センターとしても新たな
仲間が増えたのを感じる⼀⽇でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【写真―８ 探検隊を経験する⼤学⽣】 
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 森林・林業・⽊材利⽤に関する広報・普及活動 

    

 

Ⅲ 
１ 森林とのふれあいを⽬指した取組 
（１）森林ふれあい推進事業 

「国⺠の森林」として、森林での環境教育活動や体験活動など国⺠の福祉の増進等に寄与
する活動として、森林への関⼼・理解を⾼めることを⽬的に「森林ふれあい推進事業」を実
施しています。箕⾯国有林をフィールドとして、事業を実施していただける団体を募集し、
協定を締結して、箕⾯森林ふれあい推進センターとの共催による事業を⾏いました。 

 
① カブトムシ⾥親まつり（協定相⼿⽅：特定⾮営利活動法⼈ＮＰＯクワガタ探検隊） 

カブトムシの飼育を通じて命
の尊さを学ぶイベントとして、
「カブトムシ⾥親まつり」を令
和元年度から実施しています。 

参加いただいたご家族に、箕
⾯市⽣まれのカブトムシ（成⾍
ペア）をお持ち帰りいただき、ご
家庭で飼育していただくととも
にその成⾍が産卵したら、箕⾯
国有林に放⾍していただくとい
うもので、今年度は７⽉ 18 ⽇
（⽉）に（飼育編）を開催し、４
家族、18 名の皆さんにご参加い
ただきました。参加した皆さん
は、受け取ったカブトムシを嬉
しそうに⾒つめながら、「元気で
仲良く育ってね」「ひと夏、⼀緒
に過ごそうね」と声をかけてい
ました。 

なお、今年度は 9 ⽉ 19 ⽇に
（放⾍編）を実施する予定でし
たが、残念ながら台⾵のため中
⽌となりました。その代わり、10
⽉ 21 ⽇（⾦）に NPO クワガタ
探検隊の代表により、参加予定
だった家族から預かった幼⾍を
箕⾯国有林（昆⾍ベッド）に放⾍
しました。 

 

【写真―２ カブトムシと触れ合う様⼦】 

【写真―１ カブトムシ⾥親まつり】 
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② 森林セラピー体験（協定相⼿⽅：NPO みのお⼭麓保全委員会） 
箕⾯の森林に親しんでもら

うことを⽬的に、「みのお森の
セラピー」を開催しました。 

今年度は 11 ⽉５⽇（⼟）に
勝尾寺園地で開催し、5 名の⽅
にご参加いただきました。参
加した皆さんには、紅葉を楽
しみながらの散策、そのあと
は、ヒノキ林の中に設置され
たハンモックに揺られて森林
の爽やかな空気を味わってい
ただきました 

参加者からは、「今まで⽊に
直接触れたことが無かったの
で、貴重な経験になった。」「森
林から元気をもらった。」など、いつもとは少し違う時間を過ごせたとの感想をいただきま
した。 

  
（２）森林を素材にしたイベント（草⽊染め体験イベント）の開催 

箕⾯国有林の森林整備で伐採
したエドヒガン（サクラ）の有
効活⽤及び、⼀般の⽅の森林に
対する理解を深めることを⽬的
として、令和 4 年 12 ⽉ 17 ⽇
（⼟）に近畿中国森林管理局 1
階で「サクライロをつくろう〜
草⽊染め体験〜」を開催しまし
た。 

このイベントは約 2 年前から
準備を進めてまいりましたが、
令和２年度と令和 3 年度は残念
ながら新型コロナウイルス感染
拡⼤の影響により中⽌としたた
め、ようやく開催することが出
来ました。 

当⽇は、兵庫県の⼀庫公園で活動されているひとくら草⽊染め森遊⼯房から 3 名講師とし
て来ていただき、10 家族 26 名の⽅にご参加いただきました。参加者からは、「布に模様を
付けるのが難しかったけど、お気に⼊りの柄が作れた」「きれいなピンク⾊に染まって驚い
た」などの感想をいただきました。 

【写真―３ ハンモック体験】 

【写真―４ 布を⽔に浸ける様⼦】 
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（３）森林教室の実施（萱野⼩学校） 

箕⾯ユネスコ協会からの紹介で、
令和 4 年９⽉１⽇（⽊）と７⽇（⽔）
の両⽇に、箕⾯市⽴萱野⼩学校の４
年⽣（３クラス、104 名）を対象にし
た森林教室を⾏いました。 

今回の森林教室では、学校にある
⾝近な植物をきっかけにして、⼦ど
もたちに箕⾯の⼭の楽しさや⼤切さ
を知ってもらうことを⽬的に、⼭の
働きを楽しく学ぶことが出来る創作
デジタル紙芝居『⾬⽔のぼうけん』の
上演や、学校の中庭にある樹⽊との
ふれあい体験を⾏いました。 

また、中庭で集めた葉っぱでしお
り作りと、センターが準備したヒノ
キ丸太を使って丸太切り体験を⾏い
ました。⼦どもたちからは「丸太を
伐るのは⼤変だったけど、楽しかっ
た。」「丸太（断⾯）にある線（年輪）
で⽊の年齢が分かるなんて知らなか
ったので、勉強になった。」という声
が上がりました。 

 
（４）他機関と連携した普及活動 

令和４年８⽉７⽇（⽇）、万博記
念 公園 ⾃然観察学習館（⼤阪府吹
⽥市）と共催で、「⼭の⽇」イベント
として「⽊がくれたごほうび」を開
催しました。⾃然観察学習館のボラ
ンティアの⽅々によるムクロジを使
った実験や、センターからは紙芝居
『⾬⽔のぼうけん』の読み聞かせや、
葉っぱのしおり作りを⾏いました。  

参加者は、園内を樹⽊の解説を聞
きながら園内を探索した後、学習館
で思い思いの葉っぱのしおり作り、
そして紙芝居の上映に聞き⼊りまし
た。 

【写真―５ ユリノキの葉を採取】 

【写真―７ 森林教室の状況】 

【写真―６ ⾃然観察学習館での様⼦】 
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２ 冊⼦活⽤状況 
森林環境教育⼿引書〈⼩学校編〉・森林環境教育推奨事例集配布状況 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
配布⽉ 府県 配布先 配布物 
2021 年
4 ⽉ 

奈良県 近畿⼤学 ⼿引書・森林環境教育推奨事例集・森林 ESD 活動報告事例集
各 10 部 

2021 年 
7 ⽉ 

全国 各関係機関 
図書館等 

『⾬⽔のぼうけん』絵本版 200 冊追加印刷 
うち 100 部配布 

2022 年 
1 ⽉ 

全国 各関係機関 
図書館等 

『もくざいのヒミツ』絵本版 200 冊印刷 

2022 年 
３⽉ 

全国 管内 2 府 12 県
市町村の教育
委員会 
各関係機関等 

新版・森林環境教育⼿引書 2,000 部印刷 
うち 1,100 部配布 

2023 年 
９⽉ 

全国 各関係機関 ⼿引書 1,000 部増刷、新たに 1,300 部配布 
『もくざいのヒミツ』100 冊、『⾬⽔のぼうけん』90 冊 

    
 

森林環境教育⼿引書〈⼩学校編〉 推奨事例集 
 

活動報告事例集 

『もくざいのヒミツ』絵本版 『⾬⽔のぼうけん』絵本版 
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Ⅲ 森林・林業・⽊材利⽤に関する広報・普及活動 

 

3 情報発信 
 
（１）活動紹介 

① 局の「森林（もり）のギャラリー」  
令和４年４⽉１⽇〜４⽉ 30 ⽇に当センタ

ーの各種取組について パネルで紹介展⽰
予定でしたが、新型コロナ感染拡⼤防⽌対策
に基づき、⼤阪府ではまん延防⽌等重点措置
期間中のため、4 ⽉に延期となりました。 

② 農林⽔産省消費者の部屋  
令和 4 年 12 ⽉ 7 ⽇〜12 ⽉ 11 ⽇ 

 
（２）こだま通信  

NO.120〜NO.121 を発⾏し、箕⾯森林ふれあい推進センターの取組状況につい
ての情報発信を⾏いました。 

 
 

 こだま通信 №120 

【写真―８ 森林のギャラリー展⽰】 
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Ⅲ 森林・林業・⽊材利⽤に関する広報・普及活動 

 

 
 

 

こだま通信 №121 

26



Ⅲ 森林・林業・⽊材利⽤に関する広報・普及活動 

 

（３）近畿中国森林管理局広報誌「森のひろば」№1155 令和４年６⽉号 
新たな学習指導要領の改訂に伴い、平成 24 年度に作成した「森林環境教育⼿

引書」を改訂したことが紹介されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）近畿中国森林管理局広報誌「森のひろば」№1157 令和４年８⽉号 

森林環境教育に関⼼のある教育関係者等に「⾒てもらい、使ってもらいたい」
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Ⅲ 森林・林業・⽊材利⽤に関する広報・普及活動 

との思いを込めて「『森林環境教育⼿引書』活⽤フォーラム」を開催した内容が
紹介されました。 
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 その他 

 

 

 
 

Ⅳ 
１ 運営推進懇談会（箕⾯森林ふれあい推進センター） 
 
（１）趣旨 

箕⾯森林ふれあい推進センターでは、森林づくり活動や⾃然再⽣活動を⾏っているＮＰＯ団体
等及び森林環境教育を推進している教育関係者等の要望を的確に反映した取組等を⾏うため、当
センターの運営に関して、学識経験者、森林ボランティア活動を⾏っている者及びマスコミ関係者
をメンバーとする懇談会を設置し、懇談会等からの意⾒及び要望等を反映させた対話型の取組、効
果的かつ効率的な運営を推進しています。 

 
（２）検討事項 
  ア ボランティアによる森林整備活動に関すること 
  イ ⾃然再⽣に関すること 
  ウ 森林環境教育⽀援活動に関すること 
  エ 情報の発信に関すること 
 
（３）懇談会委員 

・北 出   昭（毎⽇新聞社⼤津⽀局 記者） 
・久 ⼭ 慶 ⼦（フィールドソサエティー 事務局⻑） 
・⼭ 下 宏 ⽂（京都教育⼤学 社会科学科教授） 
・⼋代⽥ 千 鶴（国⽴研究開発法⼈ 森林研究・整備機構 森林総合研究所 関⻄⽀所 

⽣物多様性研究グループ 主任研究員） 
 
（４）令和４年度運営推進懇談会実施概要 

第１回運営推進懇談会を、７⽉ 22 ⽇
（⾦）、近畿中国森林管理局（桜ノ宮合同庁
舎）において、ＷＥＢと併⽤で開催しまし
た。 

懇談会では、令和３年度事業実施状況及
び評価、令和４年度活動予定について、各担
当者から説明を⾏い、各委員との質疑応答
を⾏いました。 

専⾨委員からは、「郷⼟の森」の整備⽅
向について、「紅葉に特化した⼭づくりをし
てはどうか」、新たに設定する「百⼈⼀⾸コ
ース」「教科書掲載植物コース」等に関し、
「現地に⾏かなくても、趣旨等をまとめた
冊⼦があれば活⽤できる」、森林環境教育
への参画について、「⼩学校だけでなく、『森のようちえん』やボランティア団体へなど、⾊々な

【写真―１ WEB ⽅式による説明】 
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 Ⅳ その他 

   

 

 
 

⽅々が参加できるよう情報発信していただきたい」、森林環境教育教員研修について、「季節にと
らわれず、また室内でも開催してほしい」、創作紙芝居「⾬⽔のぼうけん」英語版について、「中
学校の英語教材として宣伝すれば良い」、制作中の創作紙芝居第３作について「⾬⽔のぼうけん」
「もくざいのヒミツ」に続くような素敵なタイトルにしていただければ」といったご意⾒、ご助⾔
をいただきました。 

専⾨家委員からいただいたこれらのご意⾒やご助⾔を踏まえ、実施可能なものから取り組むと
ことしています。 

また、令和５年度については、委員の皆様からのご意⾒により、箕⾯国有林において実施するこ
ととしています。 

 
２ 取組⼀覧・連携⼀覧 
 
（１）森林環境教育関係 

各種事業を通じて、森林環境教育等の普及・技術提供・情報発信に取り組んでいます。 
 

年⽉⽇ 内   容 参加者 場  所 
2022/5/18 ＹＭＣＡ学院⾼等学校へ出前授業 ⾼校⽣ ⼤阪市 
2022/6/29 第１回「箕⾯体験学習の森」育成・活⽤事

業（Ⅲ）検討委員会 
検討委員会委

員 
箕⾯国有林 

2022/7/18 カブトムシ⾥親まつり（飼育編） 
（ＮＰＯクワガタ探検隊と共催、森林ふれ
あい推進事業） 

公募 箕⾯国有林 

2022/7/22 第 1 回箕⾯森林ふれあい推進センター 
運営推進懇談会 

懇談会委員 局（Web⽅式） 

2022/8/21 近畿⼤学中⾼⼤連携プロジェクト 
「みのおフォレストフォーク」 

⼤学⽣等 箕⾯国有林 

2022/9/2
・7 

萱野⼩学校森林教室 ４年⽣ 萱野⼩学校 

2022/12/1 近畿⼤学⽣国有林視察案内 ⼤学⽣等 箕⾯国有林 
2023/2/24 第２回「箕⾯体験学習の森」育成・活⽤事

業（Ⅲ）検討委員会 
検討委員会委

員 
箕⾯国有林 

2023/2/28 奈良教育⼤学森林環境教育体験 ⼤学⽣等 箕⾯国有林 
 

（２）シカ被害対策関係 
シカ被害対策を通じて、⾃然再⽣及び多様な⽣態系の維持に取り組んでいます。 

30



 Ⅳ その他 

   

 

 
 

 
年⽉⽇ 内   容 参加者 場  所 

2022/5/16 シカ捕獲事業安全指導 ⼤阪府猟友会 
箕⾯⽀部 

箕⾯国有林 

2022/12/26 シカ捕獲事業安全指導 ⼤阪府猟友会 
箕⾯⽀部 

箕⾯国有林 

2023/1/26 シカ捕獲事業安全指導 ⼤阪府猟友会 
箕⾯⽀部 

箕⾯国有林 

 
（３）地域等との協働 

地域・ＮＰＯ団体等との連携を⼤切にして活動しています。 
 

年⽉⽇ 内   容 参加者 場  所 
2022/4/21 明治の森箕⾯⾃然休養林 

管理運営協議会 
（第 90 回例会） 

明治の森箕⾯⾃然休養
林管理運営協議会（⼤
阪府、箕⾯市、森林ボ
ランティア団体外） 

箕⾯市役所 

2022/5/19 明治の森箕⾯⾃然休養林 
管理運営協議会 
2022 年度（令和４年度）総会 

明治の森箕⾯⾃然休養
林管理運営協議会（⼤
阪府、箕⾯市、森林ボ
ランティア団体外） 

箕⾯市役所 

2022/5/19 明治の森箕⾯⾃然休養林 
管理運営協議会 
（第 91 回例会） 

明治の森箕⾯⾃然休養
林管理運営協議会（⼤
阪府、箕⾯市、森林ボ
ランティア団体外） 

箕⾯市役所 

2022/7/11 明治の森箕⾯国定公園 
保護管理運営協議会 
 第１回幹事会 

明治の森箕⾯国定公園
保護管理運営協議会幹
事（⼤阪府、箕⾯市

外） 

箕⾯市役所 

2022/7/21 明治の森箕⾯⾃然休養林 
管理運営協議会 
（第 92 回例会） 

明治の森箕⾯⾃然休養
林管理運営協議会（⼤
阪府、箕⾯市、森林ボ
ランティア団体外） 

箕⾯市役所 
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 Ⅳ その他 

   

 

 
 

2022/7/29 明治の森箕⾯国定公園 
保護管理運営協議会 総会 

明治の森箕⾯国定公園
保護管理運営協議会

（⼤阪府、箕⾯市外） 

箕⾯市⽴ 
市⺠会館 

2022/9/15 明治の森箕⾯⾃然休養林管理 
運営協議会 
（第 93 回例会） 

明治の森箕⾯⾃然休養
林管理運営協議会（⼤
阪府、箕⾯市、森林ボ
ランティア団体外） 

箕⾯市役所 

2022/10/20 明治の森箕⾯⾃然休養林 
管理運営協議会 
（第 94 回例会） 

明治の森箕⾯⾃然休養
林管理運営協議会（⼤
阪府、箕⾯市、森林ボ
ランティア団体外） 

箕⾯市役所 

2022/10/26 明治の森箕⾯国定公園マナーア
ップ推進パトロール 

⼤阪府北部農と緑の総
合事務所、⼤阪府池⽥
⼟⽊事務所、箕⾯市外

箕⾯国有林外 

箕⾯国有林外 

2022/11/3 みのお⼭とみどりのフェスティ
バル 

みのお⼭麓保全委員会 ⿓安寺 
前広場 

2022/12/3 第 17 回箕⾯の⼭⼤掃除⼤作戦 箕⾯の⼭パトロール
隊、箕⾯市不法投棄防
⽌対策連絡会、明治の
森箕⾯国定公園保護管

理運営協議会外 

明治の森箕⾯
国定公園 

2022/12/15 明治の森箕⾯⾃然休養林 
管理運営協議会 
（第 95 回例会） 

明治の森箕⾯⾃然休養
林管理運営協議会（⼤
阪府、箕⾯市、森林ボ
ランティア団体外） 

箕⾯市役所 

2022/12/21 明治の森箕⾯国定公園 
保護管理運営協議会 
 第 2 回幹事会 

明治の森箕⾯国定公園
保護管理運営協議会幹
事（⼤阪府、箕⾯市

外） 

箕⾯市役所 

2023/2/16 明治の森箕⾯⾃然休養林 
管理運営協議会 

明治の森箕⾯⾃然休養
林管理運営協議会（⼤

箕⾯⽂化・交
流センター 
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 Ⅳ その他 

   

 

 
 

（第 96 回例会） 阪府、箕⾯市、森林ボ
ランティア団体外） 

2023/3/15 明治の森箕⾯国定公園 
保護管理運営協議会 
 第 3 回幹事会 

明治の森箕⾯国定公園
保護管理運営協議会幹
事（⼤阪府、箕⾯市

外） 

書⾯開催 
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近畿中国森林管理局 箕⾯森林ふれあい推進センター 

令和４年度 職員名簿 

令和５年３⽉ 31 ⽇現在 

上席⾃然再⽣指導官（所⻑）   ⻑岡 浩明【令和５年４⽉１⽇ 転出】 

⾃然再⽣指導官（森林ボランティア担当） 中⽥ 茂⺒【令和５年３⽉ 31 ⽇ 退職】 

⾃然再⽣指導官（⾃然再⽣担当）   ⽥上 富⼆男 

係員（森林環境教育担当）     ⽮放 七海【令和５年４⽉１⽇ 転出】 

係員（森林ボランティア担当）  ⽔野 ⽇向⼦ 
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TEL：050-3160-6745

メールアドレス：kc_fureai@maff.go.jp

〒 53０-0042

大阪市北区天満橋１丁目８-７５
桜ノ宮合同庁舎２階
箕面森林ふれあい推進センター
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